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動
向

�

片　

山　

直　

也

解
題
―
二
〇
二
二
年
日
仏
担
保
法
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て
―　

�
���������������















七　　

一　

瀬
戸
口
祐
基

�

齋　

藤　

由　

起

有
体
動
産
・
集
合
財
産
上
の
担
保　

�
���������������������������



























七　　

五　
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ー

�

瀬
戸
口
祐
基
／
訳

債
権
や
通
貨
を
目
的
と
す
る
担
保　

�
���������������������������



























七　

二七　
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
エ
ネ
ス

�

齋
藤
由
起
／
訳

民
事
訴
訟
に
お
け
る
民
間
の
資
金
調
達
に
関
す
る
比
較
法
的
考
察　

�
���������������















十　

八七　
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ

�

芳
賀
雅
顯
／
訳

ド
イ
ツ
国
際
民
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
能
力　

�
�����������������������






















十一　

二九　
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ

�

芳
賀
雅
顯
／
訳

ド
イ
ツ
に
お
け
る
家
庭
事
件
に
関
す
る
裁
判
の
執
行　

�
��������������������



















十二　

八五　
フ
ォ
ル
カ
ー
・
リ
ッ
プ

�

芳
賀
雅
顯
／
訳

　

―
国
内
お
よ
び
渉
外
事
案
に
つ
い
て
―

�
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判
例
研
究

〔
商
法
〕　

�
������������������������������������������









































商
法
研
究
会

　

六
四
五　

国
際
航
空
旅
客
運
送
に
お
け
る
受
託
手
荷
物
の
延
着
事
例�

四　

一一一　

菅
原
貴
与
志

　

六
四
六　

複
数
の
転
倒
事
故
の
一
連
性
と
不
慮
の
事
故
の
急
激
性
要
件
等�

五　

六九　

李　
　
　
　
　

鳴

　

六
四
七　

ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
の
関
与
者
の
責
任�

六　

六九　

遠　

藤　

元　

一

　

六
四
八　

関
西
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
株
式
交
換
差
止
等
仮
処
分
命
令
申
立
事
件�

七　

四三　

杉　

田　

貴　

洋

　

六
四
九　

権
利
能
力
な
き
社
団
の
構
成
員
に
よ
る
決
議
の
効
力�

八　　

一　

久
保
田
安
彦

　

六
五
〇　

社
員
が
二
名
の
合
同
会
社
に
お
い
て
、
一
名
の
社
員
の
意
思
に
基
づ
き
訴
え
を
も
っ
て
他�

の
一
名
の
社
員
の
除
名
を
認
め
た
事
例�

九　

三一　

池　

島　

真　

策

　

六
五
一　

株
主
総
会
の
定
足
数
に
頭
数
要
件
を
定
め
た
定
款
の
効
力
と
そ
の
適
用
範
囲�

十　

一二五　

鈴
木
千
佳
子

　

六
五
二　

日
常
事
故
賠
償
責
任
補
償
特
約
に
お
け
る
「
日
常
生
活
」
に
起
因
す
る
事
故
の
意
義�

十一　

四九　

肥　

塚　

肇　

雄

　

六
五
三　

合
同
会
社
の
業
務
執
行
社
員
が
他
の
業
務
執
行
社
員
に
対
す
る
監
視
義
務
違
反
を
理
由
に�

会
社
法
五
九
七
条
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
事
例　

�

十二　

一〇七　

南　
　
　

健　

悟

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
〕　

�
�����������������������������������


































民
事
訴
訟
法
研
究
会

　

四
七
五　

令
和
五
1
（
民
集
七
七
巻
三
号
三
八
九
頁
）�

五　

九五　

小　

原　

将　

照
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紹
介
と
批
評

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ウ
フ
マ
ン
（
臼
井
美
子
訳
）

　
『W

H
IT
ESH

IFT
　

白
人
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
日
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関　

根　
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美

特
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記
事

玉
井
清
教
授
略
歴
・
主
要
業
績�

一　

五九九

河
野
武
司
教
授
略
歴
・
主
要
業
績�

二　

二一九

内
藤
恵
教
授
略
歴
・
主
要
業
績�

三　

一六九

林
秀
光
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

四　

一二五

ペ
リ
チ
・
マ
ル
ツ
ェ
ラ
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

四　

一四四

大
野
悠
介
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

四　

一五一

粕
谷
真
司
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

四　

一六二

法
学
研
究
第
九
十
六
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自
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号
至
十
二
号
）
総
目
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一七五

竹
内
悠
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十　

一四一

玉
蟲
由
樹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十　

一五四

坂
入
遼
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十　

一六四

安
田
淳
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十　

一七七

長
島
皓
平
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十一　

六五
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方
景
暉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十一　

七九

河
野
航
平
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十一　

九五

陳
凡
龍
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十一　

一一三

板
倉
圭
佑
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告�

十一　

一二八

令
和
六
年
度
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法
学
会
シ
ン
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ジ
ウ
ム
「
偽
情
報
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十二　

一二一


